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１ はじめに                      

近年、性の多様性についての関心が高まり、身体の性と心の性が異なる場合や、同性に恋愛感

情を抱く場合など、そのあり方は多様であることが知られてきています。一方で、周囲の無理解

や偏見・差別、性別に基づく制度や社会的慣行により、生きづらさや様々な困難を抱えている人

たちがいることが指摘されています。性のあり方に関わらず、誰もが暮らしやすい社会を実現し

ていくことが求められています。 

 

岩見沢市は、第６期岩見沢市総合計画において、性別にかかわりなく互いに人権を尊重する理

念と人々の多様性への理解を広めるための意識づくりを進めることとし、その具体化に向けた

施策の一つとして、第３次いわみざわ男女共同参画実践プランで「性の尊重などの人権について

の意識啓発」を重点項目の一つに掲げ、取り組みを進めています。 

 

本ガイドラインは、この一環として、日常的に市民の皆さんと接する市職員が、性の多様性に

ついて正しい知識を持ち、様々な悩みを持つ方に寄り添った行動ができることを目的に作成し

ました。本ガイドラインがより良い公共サービスの提供や、地域社会づくりのために活かされる

ことを期待します。 

 

また、このガイドラインは市の職員や関係者、教職員等を対象として作成したものですが、内

容は民間企業においても参考にしていただくことを想定しています。多様性（ダイバーシティ）

を認め合える社会の実現を目指しましょう。 

 

なお、本ガイドラインは、今後の社会情勢などの変化に応じて見直しを行うこととします。 
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２ 基礎知識                      

「性の構成要素」や、「LGBT」、「SOGI」という言葉を知り、多様な性について理解を深

めましょう。 

 

（１）性の構成要素 

性の４つの要素の組み合わせによって、性のあり方が決まると言われています。この組み合

わせは一人ひとり異なっており多様であることから、「性はグラデーション」と表現されるこ

とがあります。 

 

①「身体の性（Sex）」 

身体つきなどの生物学的な性。 

医師等から発行された出生証明書をもとに戸籍に記載された身体的な性別です。 

 

②「性自認（Gender Identity）」※心の性とも言います 

自分が認識している性。 

この認識は、身体の性と一致する人もいれば、一致しない人もいます。また、どちらの性

別でもない、どちらの性別なのかわからないという人もいます。 

 

③「性的指向（Sexual Orientation）」※好きになる性とも言います 

恋愛感情や性的な関心が主にどの性別に向いているか、いないかをいいます。 

 

④「性表現（Gender Expression）」 

服装や言葉遣い、立ち居振る舞い等、外に向けて表現する性。 
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（２）ＬＧＢＴとＳＯＧＩ 

「LGBT」は特定の性のあり方を示す言葉ですが、「SOGI」は全ての人に当てはまる言葉

です。これらは多様な性に関わってよく使われる言葉であり、考え方を正しく理解する必要が

あります。 

 

①「LGBT（エル・ジー・ビー・ティー）」 

LGBTとは、レズビアン、ゲイ、バイセクシュアル、トランスジェンダーの頭文字を組み

合わせた言葉で、性的指向や性自認が非典型的な人々を表す総称として用いられる場合も

あります。 

 

Lesbian レズビアン 性自認が女性で性的指向が女性の人 

Gay ゲイ 性自認が男性で性的指向が男性の人 

Bisexual バイセクシュアル 
性的指向が男性、女性の両方に向いてい

る人 

  

Transgender トランスジェンダー 身体と心の性別に違和感を持つ人 

  

 

LGBT以外にも様々な性のあり方があります。 

X-gender エックスジェンダー 
心の性を男性・女性のいずれかとは明確に認識

していない人 

Questioning クエスチョニング 
自分自身の性を決められない、または決めない

人 

Asexual アセクシュアル 他人に恋愛感情を抱かない人 

こうしたＬＧＢＴ以外の性のあり方を含めて、「LGBTｓ」や「LGBTQ」と表している

ことがあります。 

性
的
指
向 

性
自
認 

性同一性障害とは 

性同一性障害とは、トランスジェンダーのうち医学的基準によって診断を下された人を

指す用語です。 

性同一性障害特例法により、戸籍上の性別変更が可能となりました。しかし性別適合手術

は身体的・経済的な負担が大きく、その要件は海外に比べてかなり厳しいため、性同一性障

害と診断されても、戸籍の性別変更ができるのは一部の人に限られています。 

また、全てのトランスジェンダーの方が性別適合手術を望んでいるわけではないことを

理解する必要があります。 
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②「SOGI（ソジまたはソギ）」 

SOGIとは、恋愛対象としてどちらの性に魅力を感じるのかという「性的指向」（Sexual 

Orientation）、自分がどの性別かという「性自認」（Gender Identity）の頭文字をとっ

た言葉です。 

性的指向と性自認は全ての人の性を表すことができるため、性的指向や性自認が非典型

的な人々を包括的にとらえることはもちろん、全ての人に当てはまる課題として考えるこ

とができます。 

また、性表現（Gender Expression）を加えて「SOGIE（ソジーまたはソギー）」と言

うこともあります。 

性的指向や性自認は、自分の意思で変えることはできません。自分の性別をどう認識する

か、どの性別に関心を持つかは、個性の一つであると言えます。このため、性のあり方が一

人ひとり異なること、多様であることを十分に理解した上で、個人として尊重する姿勢を持

つことが大切です。 

 

 

（３）カミングアウトとアウティング 

性的指向や性自認が非典型である方にとって、重大で生命にも関わる課題がカミングアウ

トとアウティングの問題です。 

カミングアウトとは、自身の性的指向や性自認を他者に伝えることを言います。差別や偏見

が蔓延する環境では、リスクが大きくてカミングアウトができず、当事者は生きづらさを感じ

ます。しかし、周囲が肯定的に受けとめ、カミングアウトに成功することは、当事者のアイデ

ンティティや自己肯定感の確立につながります。 

アウティングとは、本人の意思を無視して性的指向や性自認を人々に暴露することを言い

ます。公にしたくない性的指向や性自認について、自ら望む相手以外に知られることは、プラ

イバシーの侵害や差別の助長、ハラスメントにつながり、甚大な精神的苦痛を被ることがあ

り、最悪の場合は生命に関わります。 

性的指向や性自認に基づく困難は見えにくいことが特徴の一つとして言われています。そ

のため、性的指向や性自認を明らかにすることによって、より一層の差別や偏見を受けてしま

うことが懸念されます。 

 

LGBT は多数者（マジョリティ）ではないことから、少数者（マイノリティ）と総称さ

れることがありますが、この表現を差別的と捉える考え方もあるため、このガイドライン

においては「性的指向及び性自認」「非典型である方」のように表現しています。 
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①カミングアウトへの対応について 

カミングアウトされた場合は、否定せず受けとめることが望ましい対応です。何に困って

いるのか、どう対応してほしいのか、真摯にその人の話を聞いてください。困りごとや対応

してほしいことは一人ひとり異なるので、本人の思いを尊重します。 

カミングアウトを受けた人が、全てを解決しなければならないわけではありません。専門

的なことが含まれる場合や、一人で解決できない場合は、情報を誰とどの程度共有して良い

かを確認し、チームでの対応や専門機関を利用してください。 

 

②アウティングの防止について 

本人の性的指向や性自認について、周囲と情報共有が必要な場合は、必ず本人の同意を取

った上で行います。本人の了承なくプライバシーや個人情報が周りに知られることがない

よう徹底します。 

 

  

アライを知っていますか？ 

 

アライ（Ally）：当事者に共感し寄り添いたいと思う人 

困りごとや問題を抱えている人がいるときに一緒に考え、行動する人のことを言います。 

当事者の困りごとや不安は、理解されていないことからの偏見から生じていることが一

因とされています。そのため、一人ひとりが多様な性について知識を持って、相手に寄り添

った言動や支援する気持ちを表すことが大切です。 
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３ 市民への対応                    

市民への対応にあたって、性的指向や性自認に関して必要な配慮は、男女共同参画や人権尊重

の観点からも求められるものであり、全ての事務を考える際に必要な観点と言っても過言では

ありません。 

一人ひとりが異なるように、性的指向や性自認も人それぞれであるため、対応方法は一つでは

ありません。全ての職員が日ごろから性的指向や性自認について配慮する意識を持ち、窓口や電

話での対応、相談等にあたらなければなりません。 

また、正規職員はもとより、会計年度任用職員、指定管理者、委託事業者など行政サービスに

関与する全ての職員に対して、性的指向や性自認に関する知識を持ち、人権侵害となるような行

動をとらないよう周知や指導に努めることが必要です。 

 

 

（１）窓口・電話での対応 

性的指向や性自認は個人の内面に関わることであり、当事者の方がカミングアウトしてい

ない場合も多く、当事者から言いにくいことや外見からわかりにくいことがあります。書類上

の性別と本人の外見や声、仕草などの性別が必ず一致するという概念をなくし、無意識のうち

に相手に不安や不快感などを与えないように留意する必要があります。 

①窓口での対応 

 本人から、自身の保険証や住民票、戸籍全部（個人）事項証明、マイナンバーカード

等を提示された際には、書類上の性別と本人の外見の性別が一致しないからと、必

要以上に見比べたりすることは避けます。 

 書類の確認は、性別が周りにわからないよう氏名は口にせず、「この書類でお間違

府中青年の家事件 

同性愛者の団体に対し、東京都が「青少年の健全な育成に悪い影響を与える」として宿泊

施設「府中青年の家」の利用を拒絶した事件 

 

～平成２年に公共施設利用を拒否された同性愛者の団体が提訴した裁判の判例から～ 

平成 9 年 9 月 16 日 東京高裁 

「・・・都教育委員会を含め行政当局としては、その職務を行うについて、少数者である同

性愛者をも視野に入れたきめの細やかな配慮が必要であり、同性愛者の権利、利益を十分に

擁護することが要請されるものと言うべきであって、無関心であったり知識がないという

ことは公権力の行使にあたるものとして許されないことである。」 

※団体の請求を認める判決となったが、東京都は上告せず、団体側の勝訴が確定。 
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いはありませんか」、「こちらでよろしいですか」と書類の指差し等で行います。 

 性別の確認に固執することなく、生年月日や住所等、他の方法で確認します。 

 窓口で呼び出す場合、番号等で対応することが望ましいですが、やむを得ず氏名を

呼ぶ場合には、名字だけにするなど周囲に性別が判明しないよう配慮します。多く

ある名字の場合には、フルネームで呼ぶことにあらかじめ了承を得ることや、どの

ように呼ぶか尋ねておくことなどの工夫をします。 

 声の大きさや一部に筆談を交えるなど別の来庁者に配慮し、できるだけ相手の意向

に沿うことを基本に対応します。 

 生活状況や家庭環境等について尋ねるときは、パートナーが異性であるとは限らな

いことを踏まえる必要があります。行政サービスの提供に必要な範囲を超えて詮索

することは、プライバシーの侵害となるので、十分注意する必要があります。 

 一連の手続きで他の窓口につなぐ場合は、再度、本人に性別等を確認することのな

いよう、しっかりと引継ぎします。 

 

②電話での対応 

 性別が相手の周りにいる人々に判明しないように配慮します。「～をお聞きしてい

いですか」、「～の理解でいいですか」、「答えにくいことは言わなくていいです」

等の言葉を用い、相手の意向を確認しながら会話を進めていきます。また、声質で

相手の性別を決めつけないようにします。 

 

③同性間でのＤＶへの対応 

 子育て家庭の親が同性カップルであることも想定されることから、あらかじめ性的

指向や性自認が非典型である方からの相談ケースへの対応を検討しておく必要があ

ります。 

 

④性別や関係性を決めつけない表現 

 性別や家族関係について、固定観念や先入観、偏見をもたないようにし、表現を見

直す必要があります。 

 

⑤専門的な相談が必要な場合は相談先を紹介【相談先は１５ページ】 

見直し例 

旦那様、奥様、彼氏、彼女 ⇒ パートナー、配偶者、お連れ合い、お付き合

いされている方 

お父さん、お母さん    ⇒ 保護者の方、ご家族の方 

息子さん、娘さん     ⇒ お子さん 

男らしい、女らしい    ⇒ ○○さんらしい 
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（２）申請書・アンケート等における性別の取り扱い 

岩見沢市では申請書等の性別記載欄について、可能なものについては削除するよう対応し

ています。新たに申請書やアンケート等を作成する際には、法令等に基づく場合や、事務上必

要とするものを除いて、必要のない性別記載欄は設けないようにします。また、事務上性別情

報が必要とされているものでも、今一度考えてみる必要があります。 

 

○性別記載欄が必要か検討する際のポイント 

 性別以外の情報（氏名・住所・生年月日等）を使用することで性別情報が不要となら

ないか。 

 性別により、健診・検査等の内容・数値、健康管理などの助言内容が異なるか。 

 更衣室やトイレ、休憩室など、性別により対応を区別する必要があるものか。 

 性別による満足度やニーズの差等を確認し、施策に反映するものか。 

 

○性別情報が必要な場合の配慮 

 記載方法は自書式とし、任意の性別を記入できるようにする（この場合、戸籍上の

性別とは異なるケースがあることに留意する） 

 アンケート等については、性別記載を任意とする 

 戸籍上の性別がわからないと業務上支障がある場合については、性別記載が必要な

理由を記載する 

 

 

（３） 所管事業の見直し 

市が所管する事業において、現行制度上、親族であることを条件としているものについては、

条件緩和の可能性や、そのための方策を検討することが必要です。 

また、性別を限定して実施している事業については、限定する必要性も含めて事業のあり方

について再度検討することが必要です。 

 

記載例 

例1） 性別（    ） 

※性別を記入したくない場合は空欄で結構です 

例2） 性別（ 男性 ・ 女性 ） 

※検査値の基準値が男女で異なるため戸籍上の性別を選択してください 
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（４）性自認に配慮した施設の利用 

①トイレ・更衣室等の施設利用 

トイレ・更衣室の利用は、誰もが使いやすいよう、どのような対応が可能か考えることが

必要です。本人の意思をなるべく尊重した対応や他の利用者との調整をどのように行うか

について検討します。 

既存の施設については、ハード面での対応が容易ではないため、使い方の工夫をすること

で対応します。施設の整備を行う場合は、性別による区別のないトイレ、更衣室等を別に設

置することも有効です。 

いずれにしても、その利用のみを強制し、利用者の性自認に適合した設備の利用を認めな

いこととするのは、不快感を与える恐れがあります。また、トイレの利用を控えることで健

康被害に至るケースもあります。本人の意思や他の利用者の状況等により対応する必要が

あります。 

 

＜既存施設の使い方の工夫＞ 

○誰もが気軽に多機能（多目的）トイレを利用できるよう、車椅子マークやベビーシート

等の表示と併せて「どなたでもご利用ください」と表示する。 

○不特定多数の人の前で着替えなくてもよいようブースや仕切りを設ける。 

○申出があった場合に更衣室等として利用できる「多目的室」を設置する。 

 

 

②災害時における避難所等での対応 

災害時については、非常時であるため、限られた設備、物資の中で全てに対応することは

難しいですが、高齢者や障がいのある人、病気を持つ人、子ども、女性、外国人等と同様に、

多様な性的指向や性自認についても可能な限り配慮する必要があります。 

当事者の方は、他者の視線が気になり、避難所等で同性パートナーと生活することができ

なかったり、物資の受け取りやトイレ・更衣室等の使用の場面がカミングアウトにつながる

のではないか、といった様々な不安を抱えています。こうした問題は当事者の方にとっては

大切な問題であり、多様な避難者のニーズに対する支援の仕方について、あらかじめ検討し

ておく必要があります。 

職員は日頃より性の多様性を十分理解し、災害時のニーズについて理解を深めることが

求められます。また、避難所に関わる市職員以外の方々にも、本ガイドライン等を利用し、

当事者の抱えている困りごとなどについて周知してください。 

 

＜困りごとと考えられる対応＞ 

○相談したいが、担当者に男性（女性）しかいない 

⇒避難所運営職員に男女双方の職員を配置するよう努める。 
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○見た目と名前から推測する性が違うことが分かってしまうのではないか 

⇒避難所名簿の受付の際に、配慮が求められた場合、通称名を使用する。 

○自分が必要とする物資を受け取ることができるか 

⇒本人の性自認を尊重し受け取ることができるよう、個別の聞き取りや別室で物資を

受け取れるようにする。 

○トイレ・更衣室はどう使えばよいか 

⇒多機能（多目的）トイレがある避難所では多機能（多目的）トイレを利用するなど、

設置場所や使用方法・ルールなどを検討する。 

○家族と同様にパートナーに情報を伝えてもらえるのか 

⇒避難者名簿の「緊急連絡先」にパートナーの情報を記載してもらう。 
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４ 職場での対応                    

誰もが働きやすい職場づくりには、差別やいじめ、ハラスメントがないことが重要です。性的

指向や性自認の問題に関わらず、行為者側が意図しない態度や言葉でも、相手にとってはハラス

メントとなりうることに十分注意しましょう。 

今後、研修等を通じて周知と啓発を行い、職員一人ひとりが性的指向や性自認に関する理解を

深め、お互いがより働きやすい職場環境づくりが必要です。 

 

（１）性的指向や性自認に関する差別的言動に注意 

直接差別やいじめを受けた場合に限らず、他者同士の会話や雰囲気で差別を感じることも

あります。何気ない態度や言葉で相手を傷つけている場合があることを理解し十分注意して

ください。 

いわゆる「ホモネタ」「レズネタ」等の不用意な発言は、たとえ職場の雰囲気を和ませるた

めであってもしてはなりません。他人の性的指向や性自認の話題を面白おかしく話をしたり、

否定したり、性のあり方を決めつける発言は、知らないところで傷ついている人がいることを

想定する必要があります。 

性的指向や性自認は個人の特性であり、差別的言動は人権侵害であること、また当事者であ

る職員や親族を持つ人にとっては、精神的苦痛となることに留意してください。 

 

 

 

 

 

 

こんな言葉を使っていませんか？ 

 

□彼氏／彼女いるの？ 

（その人の性的指向を見た目の性で決めつけ、さらに異性が恋愛の対象であることを前

提としています） 

□男らしくないな／女らしくないな 

（男らしさ、女らしさの押し付けとなります） 

□あの人ってレズっぽいよね 

（性に関わる言葉を使って人をからかうことは差別にあたります） 

□いつまでも結婚しないとそっちの人だと思われるぞ 

（性のあり方について決めつけているだけでなく、人の価値観を否定することになりま

す） 
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（２）執務上必要な施設利用等への配慮 

性自認が非典型である職員等から、戸籍上の性別以外の施設（トイレや更衣室）の使用を希

望する申し出があった場合、他の利用者への配慮との均衡を視野に入れながら必要な調整や

話し合いを行います。また、宿泊を伴う出張は、部屋割りや入浴時間をずらす等の配慮が必要

です。 

 

（３）ハラスメントに係る相談への対応 

岩見沢市では、全ての職員が個人として尊重され、相互に信頼し合うことで、能力を十分発

揮できるよう、ハラスメントに該当する行為を禁止し、その防止に努めることを目的として、

「ハラスメント防止指針」を平成30年4月に策定しました。 

性的指向や性自認に関する他の人からの発言や、職場の設備利用などの悩み事がある場合

は、同僚や上司、各所属長へ相談したり、職員課の相談窓口を利用してください。 

各所属長や上司が相談を受けた際には、本人の訴えを真摯に受け止め、プライバシーに配慮

するとともに、適切な対応に努めます。本人の性的指向や性自認について、他の管理職や周囲

と情報共有が必要な場合は、必ず本人の同意を取った上で行い、本人の了承なくプライバシー

や個人情報が周りに知られることがないよう徹底します。 

対応に悩む場合には、外部の専門機関を利用することも解決の糸口となります。 

 

 

（４）採用時の対応 

採用については、仕事の適性や執務上の能力で判断するべきであり、性的指向や性自認によ

る採否判定を行ってはいけません。 

また、面接時には、外見容姿、性別と一致しない服装など、職務上の能力に関係ないことに

ついて、差別的言動や相手を傷つける行動をとってはいけません。 

採用等の手続きにおいて、職員のマイナンバーを提出させる際は、「性別記載のない住民票

記載事項証明書」など代替手段を用意します。  

ハラスメントとは 

 

「他者に対する言動によって、本人の意図に関係なく、相手を不当に不快にさせるなど、

精神的・身体的な苦痛を与える行為」を言います。 

職場におけるハラスメントには、妊娠・出産・育児休業等に関するハラスメント、セクシ

ュアルハラスメント、パワーハラスメントなどがあり、事業主は職場におけるハラスメント

対策に取り組むこととされています。 
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５ 子どもへの配慮・対応について            

平成27年１月の北海道教育委員会通知「性同一性障害の理解のために」、また、平成28年４

月の文部科学省通知「性同一性障害や性的指向・性自認に係る児童生徒に対するきめ細かな対応

等の実施について（教職員向け）」により、児童・生徒に対する具体的な支援の事例について示

されています。 

これまでの学校教育の中でも、人権の大切さとともに、差別やいじめをなくすことが教えられ

ていますが、学級に一定程度の性的指向や性自認が非典型である子どもが在籍していることを

想定し、全ての教職員が性的指向や性自認に関する正しい理解を深めることが重要です。 

実際に差別やいじめにあっていなくとも、子ども自身が性的指向や性自認が他者と異なるこ

とに気づき、自尊感情が持てずに悩みを抱えることがあるため、子どもが家庭以外で最も長く過

ごす場である学校内での理解を進め、適切に対応する必要があります。 

また、保育施設や児童館など、子どもたちに関係する全ての職員にも周知し、理解を促進して

いくことが求められます。 

 

（１）学校等における体制づくり 

校長等のリーダーシップのもと、全ての教職員が、性的指向や性自認に関わる差別・いじめ

を許さない姿勢を示すことが重要です。 

子ども本人が、自らの性的指向や性自認について悩んだときに、職員に悩みや心配を安心し

て相談できるような信頼関係を築いていきます。 

学校等は、子どもが性的指向や性自認に関する正確な情報を得られる環境作りや、個人的な

配慮と丁寧な対応に努めます。 

 

（２）職員の理解のための取組み 

子ども本人や保護者等からの相談や悩みに、全ての職員が対応できるよう、校内研修等を

実施し、共通理解を図ります。 

 

（３）子どもの理解のための取組み 

子どもの個別性を受容する学級風土の醸成、子どもの発達段階に応じた人権教育の推進、多

様なロールモデルを前提とした進路指導などを行います。 
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（４）課外活動等における配慮 

合唱コンクールや運動会等、性別によって役割の選択肢が制限される場面では、極力本人の

希望に添えるよう対応を検討します。 

部活動への参加に際しては、戸籍上の性別を理由に制限しないこと、使用物品において性別

による違いがある場合には、本人と相談の上、配慮を検討することが必要です。 

課外活動では、子どもたちへの対応に不慣れな人が関わることがあるので、性的指向や性自

認に困難を抱える子どもへの一般的な対応について、予め指導者に対して周知するよう努め

ます。ただし、安全配慮等の必要から、個人を特定して先方に伝えざるを得ない場合は、必ず

事前に本人に十分な説明を行い、了解を得る必要があります。 

 

（５）学校生活、施設利用における配慮 

トイレや更衣室の利用、健康診断や宿泊行事などで、戸籍上の性と異なる対応が必要な場合

については、個室の利用や他の子どもと利用時間をずらすなど、周囲の理解、施設面の制約を

ふまえつつ、本人の希望を尊重して対応します。 

また、規定の制服等については選択肢を用意する等の配慮をします。 

 

（６）事務手続き等における配慮 

児童生徒に関わる書類（提出書類、学生証、各種証明書等）で、学校に記載項目の裁量権が

あるもののうち、性別欄が設けられている場合、その必要性について改めて検討することが求

められます。 

卒業後に法に基づく戸籍上の性別の変更を行った児童生徒から書類の発行を求められた場

合には、戸籍を確認した上で、本人が不利益を被らないよう適切に対応します。 
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６ 相談窓口                      

○性的指向、性自認に関する相談ができる窓口 

よりそいホットライン 

0120-279-338 

相談時間：24 時間、通話料無料 

専用回線を設けています。ガイダンスが流れたら４番を押してください。 

一般社団法人 社会的包摂サポートセンター 

 

 

○配偶者やパートナーからの暴力に関する相談 

岩見沢市 市民連携室 男女共同参画担当 

0126-23-4111 内線422 

相談時間：月～金 8:45～17:30（祝日を除く） 

 

北海道立女性相談援助センター 

011-666-9955 

相談時間：月～金 9:00～17:00、17:30～20:00  土・日・祝日 9:00～17:00 

 

空知総合振興局保健環境部環境生活課 

0126-25-5648 

相談時間：月～金 9:00～17:00（祝日を除く） 

 

 

○心とからだの健康相談 

保健師による健康相談 

0126-25-5540 

相談時間：月～金 9:00～17:30（祝日を除く） 

岩見沢保健センター 

 

こころの健康相談統一ダイヤル 

0570-064-556 札幌市以外からは北海道立精神保健福祉センターにつながります 

相談時間：月～金 9:00～21:00  

土・日・祝日10:00～16:00（12月29日～1月3日を除く） 

性的指向に関する葛藤や自分自身を受け入れられないなどの悩みについて、本人はもちろ

ん、家族など周囲の人も気軽に相談できる公的な窓口です。 
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○人権相談 

みんなの人権110 番 

0570-003-110 電話をかけた場所の最寄りの法務局・地方法務局につながります 

相談時間：月～金 8:30～17:15（12月29日～1月3日を除く） 

性的指向や性同一性障害に関する人権相談に応じており、人権侵害の疑いがある場合には、

人権侵犯事件として調査を行い、その結果を踏まえて、事案に応じた適切な措置を講じてい

ます。 

【最寄りの法務局】札幌法務局岩見沢支局 

 

 

○職場におけるセクシュアルハラスメント相談 

岩見沢総合労働相談コーナー 

0126-22-4490  岩見沢労働基準監督署内 

相談時間：月～金 8:30～17:15（12月29日～1月3日を除く） 

性的指向や性自認にかかわらず、性的な言動により就業環境が害されるなどの場合は、相談

に応じ、問題解決のお手伝いをしています。 

 

 

○法的トラブルに関する情報提供 

法テラスサポートダイヤル 

0570-078-374 

相談時間：月～金 9:00～21:00  土 9:00～17:00（祝日・年末年始を除く） 

当事者が直面する法的トラブルの解決に役立つ法情報や相談窓口の情報を提供します。通

話料はかかりますが、情報提供は無料です。 
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